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主な行事予定

10
月
の
こ
よ
み

６
日
○月

商
工
会
政
策
研
究
会

（
県
商
工
会
館
）

８
日
○水

商
工
会
職
員
退
職
金
問
題
小

委
員
会（
県
商
工
会
館
）

６
〜
８
日
女
性
部
県
外
交
流
研
修

（
鹿
児
島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）

11
〜
11／９
女
性
創
業
塾（
11
・
19
・
25
・

11／１
・
９
、
神
戸
国
際
会
館
）

15
日
○水
人
事
管
理
委
員
会
専
門
委
員
会

（
県
商
工
会
館
）

17
日
○金

商
工
会
理
事
研
修
会

（
姫
路
市
・
ホ
テ
ル
オ
ク
ウ
チ
）

29
〜
30
日

経
営
革
新
支
援
研
修
会

（
五
色
町
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

パ
ー
ク
五
色
浜
千
鳥
）

『
ハ
ス
料
理
』

こ
れ
か
ら
先
に
は
車
道
が
な
い
と
い
う
竹

野
町
南
端
に
あ
る
三
原
高
原
。
こ
こ
に
開
店

す
る
郷
土
料
理
店
「
北
野
屋
」
に
は
ハ
ス
料

理
を
求
め
て
年
間
二
千
人
の
観
光
客
が
訪
れ

る
。
レ
ン
コ
ン
を
す
り
お
ろ
し
搾
っ
た
汁
に

ク
ズ
を
加
え
て
固
め
た
ハ
ス
豆
腐
、
搾
っ
た

後
の
か
す
に
自
然
薯
と
小
麦
粉
を
混
ぜ
合
わ

せ
た
ハ
ス
団
子
等
。
ま
た
、
ハ
ス
の
葉
を
乾

燥
さ
せ
て
茶
葉
に
し
、
実
を
加
え
た
茶
わ
ん

蒸
し
、
葉
に
酒
を
た
め
て
、
ス
ト
ロ
ー
状
の

茎
か
ら
吸
う
趣
向
も
楽
し
い
。「
夏
は
も
ち

ろ
ん
、
ハ
ス
。
他
に
四
季
折
々
の
花
も
植
え
、

食
事
だ
け
で
な
く
景
色
も
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
店
主
の
加
悦
富
美
恵

さ
ん
。
い
ま
、
店
の
前
に
は
約
四
十
種
の
ハ

ス
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。（
写
真
は
郷
土
料

理
店
「
北
野
屋
」
の
ハ
ス
料
理
）

■
提
供

竹
野
町
商
工
会
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▲産業構造改革推進会議の開催など
14項目の報告もなされる

県
商
工
会
連
合
会
は
七
月
九
日
、

県
商
工
会
館
で
平
成
十
五
年
度
第
二

回
理
事
会
を
開
催
。
出
席
者
は
二
十

六
名
（
委
任
状
四
名
含
む
）
で
、
次

の
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案

通
常
総
会
の
継
続
審

議
案
件
の
取
扱
方
針
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

兵
庫
県
商
工
会
職
員

退
職
金
共
済
制
度
改
正�

案
協
議
の

た
め
の
場
の
設
置
と
理
事
者
側
メ

ン
バ
ー
の
選
任
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

協
議
会
に
提
示
す
る

協
議
・
確
認
事
項
の
決
定
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

役
員
の
欠
員
に
伴
う

補
充
選
任
（
副
会
長
・
理
事
）
に

つ
い
て

第
五
号
議
案

委
員
会
委
員
の
委
嘱

（
情
報
化
推
進
、
貯
共
運
営
）
に

つ
い
て

第
六
号
議
案

臨
時
総
会
（
書
面
決

議
）
の
開
催
に
つ
い
て

当
日
は
、
提
案
さ
れ
た
第
一
号
議

案
か
ら
第
六
号
議
案
を
原
案
の
と
お

り
承
認
可
決
。
臨
時
総
会
（
書
面
決

議
）
を
七
月
二
十
二
日
に
開
催
す
る

こ
と
も
決
定
し
た
。

そ
の
他
、
平
成
十
五
年
産
業
構
造

改
革
推
進
会
議
を
始
め
十
四
の
項
目

が
報
告
さ
れ
た
。

人
事
交
流
の

円
滑
な

人 管 委
専門委員会

推
進
へ

県
商
工
会
連
合
会
は
、
七
月
二
日
、

県
商
工
会
館
で
「
第
一
回
人
事
管
理

委
員
会
専
門
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。

委
員
に
は
、
小
西
康
生
（
神
戸
大

学
教
授
）、
楠
見
清
（
県
経
営
支
援

課
課
長
）、
澤
田
功
（
県
連
専
務
理

事
）
、
荒
木
伸
一
（
県
連
理
事
・

�

津
一
宮
町
商
工
会
会
長
）、
竹
内
勉

（
御
津
町
商
工
会
事
務
局
長
）、
谷

垣
忠
之（
養
父
町
商
工
会
事
務
局
長
）、

繁
田
浩
史
（
播
磨
町
商
工
会
経
営
指

導
員
）（
以
上
、
敬
称
略
）
の
七
名

を
、
平
成
十
六
年
三
月
末
ま
で
委
嘱

し
た
。

冒
頭
に
県
連
・
澤
田
専
務
理
事
か

ら
人
事
制
度
や
退
職
金
問
題
の
現
状

説
明
と
課
題
解
決
へ
の
協
力
依
頼
を

込
め
て
挨
拶
。
委
員
は
自
己
紹
介
の

後
、
委
員
長
に
小
西
康
生
、
副
委
員

長
に
荒
木
伸
一
の
両
氏
を
互
選
し
た
。

協
議
・
報
告
事
項
と
し
て
、「
人

事
管
理
委
員
会
専
門
委
員
会
運
営
要

綱
」、「
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
経
緯
」、

「
協
議
項
目
と
今
後
の
進
め
方�

案
」、

「
補
助
金
の
傾
斜
配
分
に
係
る
基
本

的
事
項�

案
」、「
級
別
格
付
基
準
表

（
わ
た
り
）
の
廃
止
に
つ
い
て�

案
」

等
を
事
務
局
が
説
明
、
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
た
。

▲次回開催は８月４日を予定

保
証
基
金拠

出
基
準
の
策
定
を
協
議

〈
第
二
回
融
資
問
題
等
研
究
会
〉

県
商
工
会
連
合
会
は
、
七
月
十
八

日
、
県
商
工
会
館
で
、
第
二
回
融
資

問
題
等
研
究
会
を
開
催
し
た
。

ま
ず
、
七
月
九
日
開
催
の
理
事
会

で
議
決
さ
れ
た
「
保
証
基
金
へ
の
拠

出
（
案
）」
に
つ
い
て
（
①
平
成
十

五
年
度
は
県
連
合
会
が
貯
共
手
数
料

全
額
を
拠
出
す
る

②
平
成
十
六
年

度
は
各
商
工
会
の
拠
出
に
加
え
、
県

連
合
会
も
貯
共
手
数
料
全
額
を
拠
出

す
る
）
を
説
明
。
今
後
の
ブ
ロ
ッ
ク

別
会
議
で
十
分
な
趣
旨
説
明
を
行
い
、

合
意
形
成
に
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
以
降
の
拠
出

基
準
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
出
席
委

員
か
ら
、「
十
六
年
度
の
拠
出
を
ベ
ー

ス
に
事
故
率
（
代
弁
率
）
の
負
荷
、

債
権
放
棄
金
額
の
負
荷
を
」
と
い
っ

た
意
見
が
出
さ
れ
、
次
回
に
検
討
す

る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
他
、
諸
規
程
に
定
め
の
な
い

債
権
管
理
対
応
を
「
管
理
回
収
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
、
新
た
に
制
定

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

効
果
的
な

経
営
革
新
支
援
策

を
学
ぶ

�
�

�
経営革新
支援研修会

�
�

�

県
商
工
会
連
合
会
は
、
七
月
十
日
、

十
一
日
の
両
日
、
篠
山
市
の
ユ
ニ
ト

ピ
ア
篠
山
で
「
経
営
革
新
支
援
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。

同
研
修
会
の
対
象
は
、
商
工
会
・

商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
員
で
、
県

下
各
地
か
ら
三
十
二
名
が
参
加
し
た
。

研
修
内
容
は
、
①
経
営
革
新
支
援

法
と
支
援
策
・
経
営
革
新
計
画
の
ポ

イ
ン
ト

②
金
融
機
関
か
ら
見
た
経

営
革
新
申
請
の
ポ
イ
ン
ト

③
経
営

革
新
計
画
の
作
成
と
発
表
（
グ
ル
ー

プ
討
議
と
発
表
）

④
経
営
革
新
の

事
例
発
表
（
経
営
革
新
承
認
企
業
）。

ま
た
、
経
営
革
新
計
画
の
作
成
等

に
つ
い
て
は
、
夕
食
後
も
夜
遅
く
ま

で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
続
け
る
グ
ル
ー

プ
も
見
ら
れ
た
。

同
研
修
会
は
、
今
年
か
ら
商
工
会

議
所
と
協
力
し
、
双
方
の
研
修
を
受

講
で
き
る
体
制
と
な
り
、
今
回
は
、

グ
ル
ー
プ
形
式
、
一
泊
二
日
の
合
宿

形
式
で
実
施
し
た
。

▲課題に熱心に取り組む
受講生
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金
融
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
た
融
資
へ

マル経
講習会

県
商
工
会
連
合
会
は
、
七
月
十

日
・
十
一
日
の
両
日
、
温
泉
町
・
夢

ホ
ー
ル
、
井
づ
つ
や
等
で
「
小
企
業

等
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
講
習
会

（
マ
ル
経
講
習
会
）」
を
開
催
。
金

融
審
査
委
員
等
二
百
一
名
が
参
加
し

た
。一

日
目
の
講
習
会
で
は
、
土
谷
会

長
の
挨
拶
、
北
村
繁
行
温
泉
町
助
役

か
ら
の
歓
迎
挨
拶
の
後
、「
商
工
貯

蓄
共
済
融
資
制
度
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
県
連
・
清
水

精
一
副
会
長
よ
り
現
状
の
動
き
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
県
連
・
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
平
山
晃
三
氏
よ
り

「
金
融
情
勢
の
変
化
と
中
小
企
業
の

対
応
」
に
つ
い
て
元
県
信
用
保
証
協

会
理
事
の
立
場
か
ら
講
演
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
か
ら

の
連
絡
や
分
科
会
と
し
て
各
支
店
単

位
で
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

二
日
目
は
、「
大
不
況
時
代
を
生

き
抜
く
、
銀
行
交
渉
・
会
社
経
営
の

あ
り
方
」
に
つ
い
て�

有
川
野
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
の
川
野
雅

之
氏
よ
り
債
務
を
抱
え
た
企
業
の
再

生
策
や
金
融
機
関
と
の
交
渉
方
法
に

つ
い
て
具
体
的
事
例
を
踏
ま
え
た
話

が
あ
り
質
疑
等
も
多
数
あ
る
な
ど
、

講
習
会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

▲201名の金融審査委員等が参加

有
効
な
広
報

対
策
な
ど
協
議

〈
政
策
研
究
会
〉

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
七
月
十

四
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て
、
第

四
回
政
策
研
究
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
、
先
頃
募
集
さ
れ
た
「
商

工
会
職
員
に
よ
る
政
策
事
業
提
案
の

集
計
結
果
」、「
平
成
十
六
年
度
政

府
・
兵
庫
県
予
算
編
成
に
対
す
る
要

望
」、「
有
効
な
広
報
対
策
」
等
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

職
員
に
よ
る
政
策
事
業
提
案
に
つ

い
て
は
、
昨
年
を
上
回
る
二
百
五
十

三
件
（
当
日
集
計
時
点
）
の
提
案
が

あ
り
、
特
に
提
案
内
容
に
つ
い
て
は

昨
年
か
ら
か
な
り
レ
ベ
ル
の
高
い
も

の
と
な
っ
た
。

政
府
・
兵
庫
県
予
算
編
成
に
対
す

る
要
望
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
兵
庫

県
連
が
各
種
団
体
か
ら
の
要
望
を
取

り
ま
と
め
る
活
動
に
対
し
て
回
答
し

た
内
容
を
報
告
し
た
。

有
効
な
広
報
対
策
に
つ
い
て
は
、

商
工
連
会
報
の
実
態
調
査
や
、
広
報

研
修
会
の
開
催
な
ど
の
提
案
が
な
さ

れ
た
が
、
協
議
の
論
点
が
明
確
に
出

来
な
か
っ
た
た
め
、
焦
点
を
会
報
に

絞
っ
て
、
再
度
、
次
回
以
降
に
協
議

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

▲職員による政策事業提案の
集計結果も報告

商
工
会
の
現
状
と

課
題
を
学
ぶ

���

管
理
者
研
修
会

事
務
局
連
絡
会
議 ���

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
七
月
二

十
五
日
、
神
戸
市
・
六
甲
荘
に
お
い

て
、
商
工
会
管
理
者
研
修
会
及
び
第

二
回
事
務
局
連
絡
会
議
を
開
催
し
、

県
下
商
工
会
事
務
局
長
な
ど
、
六
十

七
名
が
参
加
し
た
。

管
理
者
研
修
会
で
は
、「
人
事
制

度
と
組
織
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
県
連
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
中
小
企
業
診
断
士
の
土
居
宗

一
氏
よ
り
、
企
業
で
の
指
導
経
験
を

活
か
し
た
講
演
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

県
連
合
会
の
土
谷
正
男
会
長
よ
り
、

「
商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
と
諸
課

題
に
つ
い
て
」
の
テ
ー
マ
で
、
事
務

局
長
と
し
て
の
責
務
な
ど
、
熱
の
こ

も
っ
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、
第
二
回
事

務
局
連
絡
会
議
を
開
催
。

・
商
工
貯
蓄
共
済
制
度
に
係
る
保
証

基
金
の
確
保
策
及
び
、「
管
理
回

収
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
制
定
に
つ
い

て
・
商
工
会
職
員
退
職
金
制
度
の
見
直

し
に
つ
い
て

・
各
課
の
連
絡
事
項
に
つ
い
て

な
ど
の
協
議
事
項
に
つ
い
て
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

新
役
員
が
決
定〈

臨
時
総
会
〉

県
商
工
会
連
合
会
の
欠
員
に
伴
う

役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て
、
七
月

二
十
二
日
、
県
商
工
会
館
で
、
臨
時

総
会
（
書
面
議
決
）
が
開
催
さ
れ
、

新
役
員
が
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。

（
敬
称
略
）

副
会
長

森
脇
賢
治
（
黒
田
庄
町
）

理

事

大
西
健
一
（
中

町
）

〃

小
林
数
馬
（
篠
山
市
今
田
町
）

監

事

山
内
文
男（
篠
山
市
西
紀
）

女性創業塾募集のお知らせ

めざせ創業！
あなたの夢をバックアップ

創業塾では、短期集中研修（５日間）により、経営知識や
資金調達等に必要なビジネスプランの作成を徹底指導します。

対 象 者 創業、創業予定者、事業プランを温めている方
実施期間 平成15年10月11、19、25、11月１、９日の５日間
実施場所 神戸国際会館 神戸市中央区御幸通８-１-６
募集人員 40名
参 加 費 3,000円／１名
申込期限 平成15年９月19日（金）
特 色
① 自らも起業している女性講師が講義、指導いたします。
② 創業期に必要な知識をわかりやすく、段階的に徹底指
導します。

③ すぐに役立つ、実践的、具体的な講義、指導をいたし
ます。

④ ビジネスプランの作成演習による全員参加型創業塾で
す。

⑤ 少人数グループで自らのビジネスプランが作成できる
個別指導をします。

⑥ 最終日にはプレゼンテーションを行い専門的な講評を
します。

＜問合せ先＞ 兵庫県商工会連合会 事業部・地域振興課
���（078）371-1362 ���（078）341-4452
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１

小
さ
な
会
社
は
社
長
で
決
ま
る

小
さ
な
会
社
は
ほ
と
ん
ど
が
社
長

次
第
で
盛
衰
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
と

言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

ダ
メ
な
社
長
で
す
と
、
あ
っ
と
い

う
間
に
経
営
が
お
か
し
く
な
り
、
倒

産
と
い
う
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
た
い
て
い
年
商
が
五
億
円

か
ら
十
億
円
く
ら
い
で
、
社
員
が
五

人
か
ら
十
人
く
ら
い
の
会
社
が
多
い

訳
で
す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
売
上
が
ガ
タ
ッ
と
落
ち
た
り
、
逆

に
一
発
当
た
る
と
ぐ
ー
ん
と
伸
び
た

り
と
安
定
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
人
材

も
充
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
社

長
一
人
が
動
き
廻
る
と
い
う
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
社
長
が
優
秀
で
す
と

意
思
決
定
も
早
く
、
小
廻
り
も
利
き

ま
す
か
ら
、
成
長
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ダ
メ
な
社
長
で
す

と
、
あ
ま
り
経
営
に
熱
を
入
れ
ず
遊

ぶ
こ
と
ば
か
り
を
考
え
、
自
分
勝
手

な
振
舞
い
を
し
ま
す
か
ら
、
優
秀
な

人
材
は
会
社
を
去
っ
て
い
き
ま
す
。

少
し
で
も
意
見
を
す
る
と
反
抗
し

た
と
み
な
し
て
、
社
長
は
俺
だ
、
お

前
は
俺
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
動
け

ば
い
い
ん
だ
、
等
と
い
う
暴
言
を
吐

い
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
社

員
に
見
限
ら
れ
、
会
社
は
衰
退
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
社
長
さ
ん
、
あ

な
た
は
ご
自
分
の
会
社
を
な
ん
と
か

繁
栄
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
、
毎
日
、

一
生
懸
命
、
経
営
に
心
血
を
注
い
で

い
ま
す
か
。

「
頭
を
使
っ
て
知
恵
を
出
せ
、
身
体

を
使
っ
て
、
汗
を
出
せ
、
知
恵
も
汗

も
出
せ
な
い
者
は
黙
っ
て
静
か
に
会

社
を
去
れ
」
と
は
永
代
産
業
の
創
業

者

深
尾
茂
氏
の
言
葉
で
す
が
、
社

長
は
胸
を
張
っ
て
社
員
に
こ
ん
な
タ

ン
カ
を
切
れ
る
社
長
で
あ
っ
て
欲
し

い
も
の
で
す
。
小
さ
な
会
社
で
は
、

社
長
イ
コ
ー
ル
法
律
で
す
か
ら
、
社

員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
充

分
と
っ
て
意
思
決
定
し
て
下
さ
い
。

２

社
長
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
目
を
光
ら
せ
よ

①
売
上
・
粗
利
の
動
き
を
掴
め

社
長
が
日
常
的
に
最
も
目
を
光
ら

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
売
上

と
粗
利
の
動
向
で
す
。
伸
び
て
い
る

の
か
、横
バ
イ
か
、下
が
っ
て
い
る
の

か
を
常
に
注
意
し
て
、
必
要
な
手
を

先
手
先
手
と
打
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。又
、全
体
で
は
伸
び
て
い
て
も

一
人
当
た
り
で
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
な

ら
問
題
で
す
。
効
率
が
低
下
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
売
上
は
会
社
の
勢
を

示
し
、
粗
利
は
米
櫃
で
す
。
売
上
が

ダ
ウ
ン
す
る
と
粗
利
も
必
ず
ダ
ウ
ン

し
ま
す
か
ら
常
に
注
意
が
必
要
で
す
。

②
三
ヶ
月
先
の
資
金
繰
は

大
丈
夫
か

資
金
は
人
間
の
身
体
で
言
え
ば
血

液
に
当
り
ま
す
。
赤
字
で
も
資
金
繰

さ
え
つ
け
ば
潰
れ
ま
せ
ん
し
、
黒
字

で
も
資
金
が
シ
ョ
ー
ト
す
れ
ば
即
倒

産
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
社
長

は
三
ヶ
月
先
迄
の
資
金
繰
を
常
に
頭

に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

も
し
手
形
の
商
売
で
す
と
、
支
払

手
形
の
振
出
し
に
充
分
な
注
意
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
健
全
経
営
は

月
商
に
対
し
支
手
落
額
が
メ
ー
カ
ー

四
五
％
以
内
、
問
屋
、
建
設
業
は
五

○
％
以
内
が
目
安
で
す
。

③
幹
部
社
員
の

働
き
具
合
は
良
い
か

社
長
一
人
が
い
く
ら
頑
張
っ
て
も

幹
部
社
員
が
活
躍
し
て
く
れ
な
い
と

会
社
は
繁
栄
し
ま
せ
ん
。

幹
部
に
な
る
と
、
ヤ
ル
気
を
出
し

て
モ
リ
モ
リ
働
く
人
、
地
位
に
安
住

し
て
鳴
か
ず
飛
ば
ず
に
な
る
人
、
権

力
を
笠
に
着
て
、
威
張
り
散
ら
し
て

無
能
に
な
る
人
の
三
パ
タ
ー
ン
に
分

か
れ
る
よ
う
で
す
。

幹
部
の
人
事
権
は
社
長
に
あ
り
ま

す
か
ら
、
ダ
メ
な
幹
部
は
即
交
替
と

い
う
厳
し
さ
が
必
要
で
す
。

④
過
剰
在
庫
や

不
良
在
庫
は
無
い
か

昔
読
ん
だ
ア
メ
リ
カ
の
経
営
学
の

本
に
、
在
庫
が
過
剰
で
倒
産
し
た
会

社
は
数
え
き
れ
な
い
が
、
在
庫
が
過

少
で
倒
産
し
た
会
社
は
一
社
も
な
い
、

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
過
剰
在
庫

や
不
良
在
庫
は
お
金
が
寝
て
い
る
訳

で
す
か
ら
、
こ
れ
を
早
く
処
理
し
な

い
と
命
取
り
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

在
庫
は
月
商
の
七
○
％
以
内
を
目
標

に
し
て
下
さ
い
。
ト
ヨ
タ
の
カ
ン
バ

ン
方
式
の
よ
う
に
ゼ
ロ
が
ベ
ス
ト
で

す
が
、
ま
ず
は
七
○
％
以
内
に
す
る

と
い
う
決
意
で
在
庫
を
減
ら
し
て
下

さ
い
。

⑤
冗
費
を
見
つ
け
ム
ダ
を
除
く

冗
費
と
は
売
上
や
利
益
の
伸
び
よ

り
伸
び
て
い
る
経
費
で
す
。
で
す
か

ら
、
勘
定
科
目
別
に
実
績
数
字
を
出

し
、
売
上
や
利
益
以
上
の
伸
び
を
し

て
い
る
科
目
を
洗
い
出
し
て
下
さ
い
。

そ
し
て
、
伸
び
た
理
由
を
徹
底
的
に
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追
求
し
、
や
む
を
得
ぬ
も
の
以
外
は

大
鉈
を
振
る
う
こ
と
で
す
。
社
長
が

率
先
し
て
や
ら
な
い
と
削
減
は
難
し

い
で
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
冗
費
と
ム
ダ
を

ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
欲
し

い
も
の
で
す
。

３

社
長
が
取
組
む
べ
き
重
要
事
項

①
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
で

全
社
員
を
ヤ
ル
気
に

例
え
小
さ
な
会
社
で
も
、
我
社
の

三
年
後
の
姿
は
こ
の
よ
う
に
し
た
い
、

と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。
社

長
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
、
そ
の
実
現

に
全
力
投
球
し
て
い
る
と
社
員
が
感

じ
れ
ば
自
然
社
員
も
ヤ
ル
気
に
な
り

ま
す
。ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
と
、う
ち
の

会
社
は
将
来
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と

い
う
不
安
が
つ
の
り
ま
す
。
赤
字
な

ら
よ
け
い
に
強
い
不
安
と
な
り
ま
す
。

社
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

て
、ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
と
実
現
に
全
社

員
を
巻
き
込
ん
で
努
力
し
て
下
さ
い
。

②
人
材
育
成
に
取
組
め

社
長
さ
ん
、
も
し
あ
な
た
が
部
下

か
ら
、
社
長
こ
れ
は
ど
う
い
た
し
ま

し
ょ
う
か
と
問
わ
れ
た
ら
、
あ
な
た

は
直
ぐ
に
、
こ
う
し
ろ
と
か
あ
ゝ
し

ろ
と
か
指
示
や
命
令
を
す
る
方
で
す

か
。
そ
う
い
う
人
は
部
下
を
育
成
で

き
ま
せ
ん
。
指
示
、
命
令
を
す
る
前

に
必
ず
、
お
前
は
ど
う
思
う
、
と
部

下
の
意
見
を
聞
い
て
下
さ
い
。
い
や

次
か
ら
は
私
は
こ
う
し
た
い
が
と
意

見
を
先
に
言
え
と
指
導
し
て
下
さ
い
。

そ
れ
が
部
下
育
成
の
コ
ツ
で
す
。
部

下
に
考
え
る
場
を
与
え
る
こ
と
で
す
。

③
新
規
開
拓
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
か

お
客
さ
ん
は
毎
年
二
○
％
は
減
る

と
考
え
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
で

す
か
ら
新
規
開
拓
は
少
な
く
と
も
二

○
以
上
し
て
な
い
と
現
状
維
持
す
ら

お
ぼ
つ
か
な
い
の
で
す
。
人
事
考
課

の
項
目
に
新
規
開
拓
の
成
果
を
入
れ

た
り
、
新
規
開
拓
を
や
っ
た
セ
ー
ル

ス
マ
ン
に
は
褒
賞
金
を
出
し
た
り
と
、

各
社
で
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
色
々

考
え
て
い
ま
す
。
小
さ
な
会
社
で
は

社
長
自
ら
新
規
開
拓
に
当
ら
な
い
と

ダ
メ
で
す
。

④
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

実
施
せ
よ

一
○
％
や
二
○
％
の
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
で
は
直
ぐ
ラ
イ
バ
ル
に
追
い
つ
か

れ
ま
す
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
コ
ス
ト

ハ
ー
フ
に
し
ろ
、
と
は
ト
ヨ
タ
グ

ル
ー
プ
内
で
よ
く
言
わ
れ
実
行
さ
れ

て
き
た
こ
と
で
す
。
コ
ス
ト
を
１／２

に
す
る
に
は
考
え
方
を
全
く
変
え
な

い
と
不
可
能
で
す
。
今
ま
で
の
延
長

線
上
で
は
な
く
新
し
い
発
想
で
コ
ス

ト
を
追
求
し
そ
の
実
現
を
計
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
コ
ス
ト
競
争
力
は
今

の
時
代
に
一
番
要
求
さ
れ
る
こ
と
で

す
。
社
長
が
先
頭
に
立
っ
て
ぜ
ひ
実

行
し
て
下
さ
い
。

⑤
顧
客
満
足
の
活
動
を推

進
せ
よ

顧
客
満
足
が
充
分
な
ら
取
引
は
活

発
に
な
る
で

し
ょ
う
。
お
客

さ
ん
と
の
取
引

は
あ
く
ま
で
も
、

対
等
な
立
場
を

ベ
ー
ス
に
や
る
、
お
互
い
に

�
��
�
�

��

の
関
係
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
感
動
を
共
有
す
る
、
と
い

う
三
条
件
が
不
可
欠
で
す
。
お
客
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
、
我
社
に
対
す
る
不
満
、

我
社
へ
の
期
待
、
と
い
う
点
を
充
分

に
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が

解
っ
て
こ
そ
、
ど
ん
な
手
を
打
つ
べ

き
か
と
い
う
こ
と
が
明
白
に
な
る
訳

で
す
か
ら
。

４

こ
ん
な
社
長
が
会
社
を
潰
す

小
さ
な
会
社
は
ほ
と
ん
ど
が
オ
ー

ナ
ー
会
社
で
す
。
社
長
が
何
を
し
よ

う
と
咎
め
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
会
社
が
潰
れ
る
の

は
、
社
長
が
潰
し
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ー
ナ
ー
で
す
か
ら
会
社
は
全
て

俺
の
も
の
と
思
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
す
。
某
社
の
社
長
が
、
会

社
を
潰
そ
う
が
ど
う
し
よ
う
が
俺
の

勝
手
だ
、
と
何
か
の
折
に
激
怒
し
て

口
走
り
ま
し
た
。
こ
の
話
は
一
夜
の

内
に
全
社
員
に
知
れ
渡
り
、
そ
れ
か

ら
一
年
間
に
社
員
の
約
半
数
近
く
、

そ
れ
も
優
秀
な
社
員
か
ら
辞
め
て
い

き
ま
し
た
。
会
社
の
売
上
は
ガ
タ
減

り
で
、
今
や
青
息
吐
息
で
す
。

社
員
を
常
に
疑
い
の
目
で
見
る
、

お
客
さ
ん
に
顔
を
出
さ
な
い
、
部
下

の
意
見
を
全
く
聞
か
な
い
、
意
見
を

出
せ
と
言
っ
て
、
出
す
と
叩
く
、
仕

入
先
か
ら
リ
ベ
ー
ト
を
取
る
、
公
私

混
同
が
目
に
余
る
、
直
言
を
ひ
ど
く

嫌
う
、
え
こ
ひ
い
き
が
強
い
、
直
ぐ

感
情
を
む
き
出
し
に
し
て
興
奮
す
る
、

等
々
ダ
メ
社
長
の
発
言
特
徴
は
数
え

上
げ
れ
ば
切
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
社

長
さ
ん
、
一
度
ご
自
身
の
言
動
を
反

省
し
て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

正
直
言
っ
て
、
会
社
は
そ
う
簡
単

に
潰
れ
ま
せ
ん
。
潰
れ
そ
う
に
な
る

と
全
員
が
必
死
に
な
っ
て
頑
張
る
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
社
長
に
対
す
る

信
頼
感
が
な
い
と
直
ぐ
危
な
く
な
り

ま
す
。
会
社
は
外
か
ら
攻
め
ら
れ
て

も
意
外
に
強
い
の
で
す
が
、
内
か
ら

崩
れ
る
と
実
に
あ
っ
け
な
く
潰
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

そ
の
ク
サ
ビ
は
社
長
に
対
す
る
社

員
の
信
頼
感
で
す
。
こ
れ
が
強
け
れ

ば
ピ
ン
チ
に
も
強
い
会
社
で
す
。
ど

う
か
社
長
が
会
社
を
ピ
ン
チ
に
追
い

込
ん
だ
と
か
、
潰
し
た
と
か
い
わ
れ

な
い
よ
う
に
充
分
反
省
し
て
下
さ
い
。



〈村岡町〉�

「村岡ふる里祭り」�

貯めて、使える。�
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一一一一

商
工
会
だ
よ
り
一一一一

村
岡
町
の
村
岡
商
店
街
で
八
月
二

日
、
村
岡
町
商
工
会
（
今
後
敏
一
会

長
）
は
、
村
岡
ふ
る
里
祭
り
を
開
催

し
、
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

当
日
は
、
約
二
百
㍍
の
商
店
街
も

歩
行
者
天
国
に
な
り
、
村
岡
藩
山
名

子
ど
も
大
名
行
列
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ

や
チ
ビ
ッ
コ
の
踊
り
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
で
盛
り
上

が
っ
て
い
た
。

ま
た
、
大
人
が
三
輪
車
で
疾
走
す

る
第
一
回
爆
笑
三
輪
車
大
会
も
開
催
。

六
人
が
一
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
大
人

が
小
さ
な
三
輪
車
に
ま
た
が
り
、

コ
ー
ス
の
途
中
に
設
け
ら
れ
た
関
所

を
通
っ
て
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
っ
た
。

ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
中
の
飴
を
口
に
入

れ
る
と
い
う
「
血
の
池
地
獄
」
な
ど

の
ユ
ニ
ー
ク
な
関
所
で
、
観
客
の
笑

い
を
誘
っ
て
い
た
。

商
店
街
に
は
、
同
商
工
会
青
年
部

な
ど
二
十
二
団
体
が
出
店
、
同
商
工

会
青
年
部
の
金
魚
・
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く

い
や
、
同
女
性
部
の
お
で
ん
・
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
が
好
評
だ
っ
た
。

そ
の
他
、
村
岡
小
学
校
少
年
少
女

音
楽
隊
の
パ
レ
ー
ド
や
村
岡
中
学
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
祭
り
気
分
を
盛

り
上
げ
て
い
た
。

▲「血の池地獄」「熱湯地獄」など４つの関所を通り
ゴールする出場選手

▲村岡藩山名子ども
大名行列

いい
ちち
じじ
くく
のの
絵絵
本本

をを
発発
刊刊

〈
川
西
市
〉

川
西
市
の
特
産
品
い
ち
じ
く
を

テ
ー
マ
に
地
元
小
学
校
の
子
ど
も
達

が
書
い
た
絵
本
が
、
一
冊
に
ま
と
め

ら
れ
、
販
売
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
同
商
工
会
（
船
岡
正
夫

会
長
）
が
全
国
に
先
駆
け
、
い
ち
じ

く
の
健
康
茶
「
凛
雫
（
り
ん
だ
）」

を
開
発
し
た
こ
と
に
興
味
を
抱
い
た

久
代
小
学
校
の
子
ど
も
達
が
、
い
ち

じ
く
茶
の
考
案
者
の
喜
谷
千
恵
美
さ

ん
の
話
を
聴
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

子
ど
も
達
は
夢
の
あ
る
絵
本
を
作

り
、
そ
の
中
か
ら
、
不
死
身
で
腕
が

立
つ
い
ち
じ
く
の
い
ち
た
ろ
う
を
主

人
公
に
奇
想
天
外
な
物
語
が
展
開
す

る
大
西
太
陽
君
の
作
品
と
、
主
人
公

の
女
の
子
が
い
ち
じ
く
の
精
か
ら
い

ち
じ
く
の
知
識
を
教
え
て
も
ら
う
と

い
う
西
川
実
奈
さ
ん
の
作
品
が
選
ば

れ
て
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
表
紙

の
裏
は
奥
村
佳
椰
さ
ん
が
描
い
た
可

愛
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
で
飾
ら
れ
て
い

る
。絵

本
は
「
リ
ン
ダ
と
い
ち
じ
く
大

使
」
と
名
付
け
ら
れ
、
Ｂ
６
版
・
二

十
七
ペ
ー
ジ
で
価
格
は
税
込
み
で
五

百
円
。
市
内
の
書
店
と
川
西
市
商
工

会
で
発
売
さ
れ
て
い
る
。

▲

子
ど
も
達
が
描
い
た

「
リ
ン
ダ
と
い
ち
じ
く
大
使
」

電電
気気
自自
動動
車車
のの活活

用用
へへ

〈
佐
用
町
〉

佐
用
町
商
工
会（
尾

彰
一
会
長
）

で
は
、
同
町
役
場
が
、�

財
日
本
自
動

車
研
究
所
（
日
産
チ
ェ
リ
ー
佐
用
販

売
㈱
経
由
）
よ
り
貸
与
を
受
け
た
電

気
自
動
車
を
無
償
で
１
年
間
借
り
受

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
商
工
会

館
前
に
は
、
エ
コ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
電
気
供
給
器
）
も
設
置
し
た
。

佐
用
町
に
は
、
西
は
り
ま
天
文
台

公
園
が
あ
り
、
全
国
の
な
か
で
青
空

星
空
の
町
に
選
ば
れ
て
い
る
。
町
も

環
境
対
策
に
も
以
前
か
ら
取
組
ん
で

い
る
が
、
商
工
会
と
し
て
は
、
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
資
源
問
題
に
も
す
で
に
取
り
組

み
、
今
後
、
環
境
対
策
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
会
員
や

住
民
へ
の
啓
蒙
と
し
て
電
気
自
動
車

を
借
り
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

尾

会
長
も
「
佐
用
の
環
境
を
少

し
で
も
良
い
状
態
で
子
孫
に
残
し
て

い
き
た
い
。
商
工
会
と
し
て
そ
の
役

割
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
」
と
話
し

て
い
る
。

▲電気自動車と尾 商工会長
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＜緑町＞�

緑
町
商
工
会
（
斉
藤
勝
巳
会
長
）

は
、
七
月
二
十
九
日
、
緑
町
の
町
民

セ
ン
タ
ー
で
、「
み
ど
り
ど
ん
と
こ

い
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
生
憎
の
雨
と
な
り
、
会

場
を
急
遽
、
変
更
と
な
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来

場
者
が
詰
め
か
け
た
。

今
回
は
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も
達

の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
け
よ
う
と
、

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
楽
し
む
リ
サ
イ
ク
ル
工
作

教
室
」
を
開
催
し
た
。
商
店
か
ら
も

ら
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
で
、
動
く

カ
メ
や
ツ
バ
メ
を
一
緒
に
作
り
上
げ
、

出
来
上
が
っ
た
作
品
を
ス
テ
ー
ジ
上

で
披
露
し
た
。

ま
た
、
模
擬
店
に
は
、
一
般
か
ら

の
出
店
も
あ
り
、
町
内
の
商
店
主
や

商
工
会
女
性
部
な
ど
が
軒
先
を
並
べ

た
。
特
に
、
同
商
工
会
が
開
発
し
た

「
お
か
ら
う
ど
ん
」
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

て
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
売
り
切
れ
る

ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。
会
場
の
模
擬
店

で
使
え
る
総
額
十
万
円
の
金
券
の
抽

選
会
も
実
施
、
売
上
げ
の
ア
ッ
プ
に

つ
な
げ
た
。

そ
の
他
、
中
学
生
太
鼓
チ
ー
ム
の

演
奏
、
郷
土
芸
能
、
芸
能
シ
ョ
ー
な

ど
多
彩
な
催
し
を
繰
り
広
げ
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
た
。

▲総額10万円の金券の抽選会

香香
住住
浜浜
でで

花花
火火
大大
会会

〈
香
住
町
〉

香
住
町
の
香
住
浜
で
七
月
二
十
六

日
、
海
上
花
火
大
会
が
行
わ
れ
た
。

今
年
で
二
十
六
回
目
を
迎
え
た
香

住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
、
打
上
玉
・

ス
タ
ー
マ
イ
ン
合
わ
せ
て
、
約
二
千

八
百
発
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夏
の
夜

空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た
。

香
住
町
商
工
会（
中
村
満
雄
会
長
）

は
、
第
一
回
目
よ
り
海
上
花
火
大
会

の
主
管
と
し
て
、
ま
た
商
工
会
青
年

部
員
は
当
日
の
海
上
警
備
を
、
商
工

会
女
性
部
は
本
部
席
の
接
待
係
を
担

当
し
た
。

経
済
情
勢
の
厳
し
い
中
、
商
工
会

員
の
事
業
所
か
ら
多
く
の
協
賛
も
あ

り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
海
上

花
火
大
会
は
、
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
香
住
町
内

外
の
方
々
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
っ

て
い
る
。

播播
磨磨
町町
夏夏
まま
つつ
りり

二二
日日
間間
にに
四四
万万
人人

〈
播
磨
町
〉

播
磨
町
夏
ま
つ
り
が
、
七
月
二
十

六
・
二
十
七
日
の
二
日
間
、
浜
田
球

場
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、

舞
台
で
は
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
や
和

太
鼓
の
演
奏
、
創
作
ダ
ン
ス
の
コ
ン

テ
ス
ト
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
模
擬

店
の
ほ
か
、
約
七
百
名
が
乗
船
し
た
、

豪
華
客
船
で
の
明
石
海
峡
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
も
催
さ
れ
、
両
日
で
約
四
万
人

の
来
場
者
が
あ
っ
た
。

播
磨
町
商
工
会
（
山
口
勝
英
会
長

＝
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
副
会
長
）

で
は
、
青
年
部
（
中
川
忠
相
部
長
）

が
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ナ
ス
の
当
た
る

「
わ
く
わ
く
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
」
を

実
施
し
、
延
べ
約
二
千
六
百
人
の
子

供
た
ち
が
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
、

ボ
ー
ル
投
げ
に
挑
戦
し
た
。

ま
た
、
女
性
部
（
山
口
千
鶴
子
部

長
）
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
食
事
作
り
を

受
け
持
ち
、
ち
ら
し
寿
し
や
カ
レ
ー
、

お
で
ん
等
延
べ
四
百
七
十
食
を
作
り
、

模
擬
店
で
は
、
焼
き
そ
ば
、
か
き
氷

を
販
売
し
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

▲女性部の模擬店で、氷、焼きそば
が売れに売れ

安心して子育てできる職場

を作りましょう！

我が国の急速な少子化の進行は、今後の社会経済
全体に極めて深刻な影響を与えるものです。
昨年９月、厚生労働省において「少子化対策

����ワン」が取りまとめられ、本年３月には「少
子化対策プラスワン」を踏まえて、政府として「次
世代育成支援に関する当面の取組方針」が定められ
たところです。
育児休業を取得しやすい環境づくりに取組んだ事

業主の方には、実際に男性と女性の双方に１ヶ月以
上の育児休業取得者が出た場合に奨励金が出る育児
休業取得促進奨励金も新設される等安心して子育て
できる職場づくりを支援する制度もあります。

兵庫労働局雇用均等室
〒650-0044 神戸市中央区東川崎町1-1-3

神戸クリスタルタワー15Ｆ
���０７８－３６７－０８２０

「住民票コード」の取扱いについて

■住民基本台帳ネットワークシステムがさらに便利になります
住基ネットの稼働によりいろいろな手続きで住民票の写しの添付など

が不要になっていますが、本年８月25日から、住民票の写しの広域交付、

転入転出事務の簡素化、住民基本台帳カードの交付と利用が始まります

■民間において「住民票コード」を使用することは禁止されています
住民基本台帳法では、個人情報の保護を図るため、民間において、他

人の住民票コードを聞くことや住民票コードを記載した住民票の写しの

提出を求めること、住民票コードを記録したデータベースを作成するこ

とが禁止されており、刑罰が科せられることがあります

兵庫県 市町振興課



〈青垣町〉�

あおがきパワーアップモール�

〔信用金庫はますます便利になりました〕�
「しんきんキャッシュカード」が１枚あれば全国どこの信用金庫をご利
用いただいてもＡＴＭの入出金手数料はいただきません。�

尼
崎
信
用
金
庫�

淡
路
信
用
金
庫�

神
戸
信
用
金
庫�

但
馬
信
用
金
庫�

但
陽
信
用
金
庫�

中
兵
庫
信
用
金
庫�

西
兵
庫
信
用
金
庫�

日
新
信
用
金
庫�

播
州
信
用
金
庫�

姫
路
信
用
金
庫�

兵
庫
信
用
金
庫�

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）�
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青
垣
町
商
工
会（
足
立
英
昌
会
長
）

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
七

月
二
十
日
に
、「
道
の
駅
あ
お
が
き
」

の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
'03
あ
お
が
き
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
モ
ー
ル
「
道
の
駅
の
夕

べ
」
を
開
催
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
に
賑
わ
い
を

創
造
す
る
と
共
に
、
商
業
者
に
営
業

活
動
の
場
を
提
供
し
よ
う
と
同
町
商

工
会
商
業
部
（
足
立
重
義
部
長
）
が

中
心
に
な
っ
て
、
青
垣
町
観
光
協
会

と
「
道
の
駅
あ
お
が
き
」
の
売
店
・

食
堂
を
経
営
す
る�

お
い
で
な
青
垣�

と
の
両
者
に
呼
び
か
け
て
昨
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
。

▲懐かしのビートルズナンバーの熱演もあり、会場は
最高の盛り上がり

▲会場は夏休みの家族連れなどで
にぎわう

▲

16
歳
コ
ン
ビ
に
よ
る
ガ
ー
ル
ズ
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

▲スーパーボールすくい ▲ほほえましいマジックショー

商
業
部
会
員
や
村
お
こ
し
団
体
が

た
こ
焼
き
・
焼
き
そ
ば
・
あ
ま
ご
の

塩
焼
き
・
唐
揚
げ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
・
生
ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
飲

食
バ
ザ
ー
を
開
い
た
他
、
野
菜
・
衣

料
各
種
・
モ
モ
等
の
販
売
、
子
供
向

け
に
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や
カ

ブ
ト
虫
が
当
た
る
抽
選
く
じ
、
ま
た

商
工
会
職
員
も
お
菓
子
や
お
も
ち
ゃ

が
貰
え
る
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
で
出
店
し

会
場
の
盛
り
上
げ
に
一
役
か
っ
た
。

今
年
は
、
三
連
休
の
中
日
の
日
曜

日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
夕
方
ま
で

は
夏
休
み
の
家
族
連
れ
や
海
水
浴
帰

り
の
車
な
ど
で
、
八
十
台
に
増
設
し

た
駐
車
場
は
、
常
に
満
車
状
態
で
周

辺
に
ま
で
あ
ふ
れ
出
す
程
の
盛
況
で
、

特
に
夕
方
か
ら
は
地
元
の
人
出
も
加

わ
り
、
売
り
切
れ
ご
免
で
一
時
間
以

上
も
早
く
閉
店
す
る
バ
ザ
ー
店
も
で

る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

夕
方
四
時
半
か
ら
は
、
メ
イ
ン
の

集
客
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
開
幕
。

地
元
、
青
垣
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
柏
原
町
で
理

髪
店
を
営
む
能
勢
秀
雄
さ
ん
夫
妻
が

素
人
ら
し
く
ほ
ほ
え
ま
し
い
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
を
披
露
。
引
き
続
き
、
青

垣
町
の
ゆ
か
ポ
ン
こ
と
谷
川
由
香
里

さ
ん
と
柏
原
町
の
さ
や
タ
ン
こ
と
井

上
さ
や
か
さ
ん
の
十
六
歳
コ
ン
ビ
に

よ
る
ガ
ー
ル
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン

ス
を
中
心
に
三
曲
を
熱
演
。
一
部
は

白
の
衣
装
で
、
二
部
は
黒
の
衣
装
で

と
、
演
出
に
も
熱
の
入
れ
よ
う
で
観

客
の
喝
采
を
浴
び
て
い
た
。

続
い
て
、
氷
上
郡
内
の
愛
好
家
が

集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
る
金
管
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
、
バ
イ
パ
ス
ブ
ラ
ス
の
生

演
奏
の
後
、
最
後
は
パ
パ
フ
ォ
ー

テ
ィ
ズ
が
懐
か
し
の
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ

ン
バ
ー
を
熱
演
。
会
場
が
観
衆
と
一

体
と
な
る
中
、
九
時
の
ラ
イ
ト
ダ
ウ

ン
と
同
時
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火
が

上
が
り
、
音
楽
の
織
り
な
す
演
奏
と

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
会
場
は
最
高
の
盛

り
上
が
り
に
達
し
た
。

商
工
会
で
は
、
今
後
、
こ
の
事
業

が
定
着
し
一
人
立
ち
出
来
る
よ
う
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。
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